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On Neope niphonica BUTLER (Lepidoptera, Satyridae) in the Bósó 
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IV 分 布 記録 の 追加 

第 1 報 で や マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 房総 半島 産 亜 種 Zzyosz2z2ezs2s の 分 布地 点 を 図示 し (Fig. 1, また para- 
types の 採集 デー タ を 示し た が (高橋 ・ 青 山 , 1981), その 後に 得 ら れ た 採集 記録 の うち , 主として 新 産地 を 
代表 する も の に つい て 報告 する . *※ 印 を つけ た も の は 新しい 記録 地点 で ある . な お 5, 市 原市 吉沢 の 記録 は 青 
LL, 他 は 高橋 に よる も の で ある 。. 

市 原市 平沢 <60 m>* 19, 1980 年 5 月 3 日 : 同市 吉沢 <60 m>% 14, 1981 年 5 月 7 日 : 夷隅 郡 大 多 
立町 泉水 西南 方 尾根 <100 m>*, 5462329, 198149 15 日 同町 黒原 - 高 塚山 <120 m>*, 1 ず ,1982 
年 5 月 9 日 : 同町 高塚 山頂 上 <179m>*, 18, 1982 年 5 月 9 日 : 同町 川畑 <45 m> 1 の (目撃), 1986 年 
5 月 11 日 : 同町 栗 又 南方 く 140 - 160 m>。 69S, 1986 年 8 月 27 日 : 木更津 市 吉野 谷 く 100 m>? 28 
3 1 $, 1985 年 5 月 5 日 : 君津 市 久留 里 <25 - 50 m», 19,1981 年 5 月 10 日 : 同市 三島 ダム 付近 <100 m, 
1 の 1 (B®), 1980 年 5 月 3 日 : 同 市 船 塚 - 植 畑 上 都 100m>*, 19, 1983 年 5 月 8 日 : 同 市 台 信 一 船 
塚 165-140 m〉, 3 頭 (目撃 ) 1983 年 5 月 8 日 : 富 津 市 字 藤 原 <70 m> 18499, 1983 年 5 月 8 日 : 
FEE <40m>, 19, 1983 年 5 月 8 日 同市 志 組 00m>*, 20099399, 1986 年 8 月 26 日 同市 
TAG Q0-30m»*, 48919, 1985478 H 30 日 : 同市 荒木 谷 <60- 80 m>*, 762499, 19854 
8 月 30 日 : 同 市 荒木 谷 <60- 80 m>% 9 の の 4 や や, 1986 年 5 月 10 日 

Fig. 103 は 以上 の 記録 を 加え て 作成 し た 新しい 分 布 図 で , 市 原市 平沢 と 木更津 市 吉野 谷 の 記録 に より 分 布 
MRA LOA, また 大 多喜 町 泉水 , 高塚 山 な どの 記録 に より や や 東方 に 広がっ て いる . 


V 周年 経過 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 亜 種 ZzyosZz7e72525 が 特異 な 周年 経過 を も つこ と を 最初 に 報告 し た の は 青山 (1977) 
で ある が , その 後に 得 られ た 観察 記録 を 加 % て ここ に 改め て 報告 する . 

この 亜 種 の 春 型 で は , 早い 個体 は 4 月 中 旬 に 羽化 し , 4 月 下旬 - 5 月 上 旬 を 最盛 期 と し て , ほほ 5 月 下旬 
ご ろ 姿 を 消す . その 春 型 成虫 の 出現 期 は , 原 名 亜 種 の も っ と も 早期 に 羽化 する 個体 群 , た と えば 羽化 の 最盛 





* (1) (SER EMR 32:29-47 (1981) ; (II) は 蝶 と 賊 38 : 251 — 258 (1987). 
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Fig. 103. Distribution of Neope niphonica kiyosumienses TAKAHASHI et AOYAMA in the 
Bósó Peninsula, Chiba-ken, Central Japan, with new localities. Solid circles, 
collecting sites of N. n. kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA. Open circles, those 
of N. goschkevitschii MÉNÉTRIES, where N. n. kivosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA 
has not been obtained. 

11-17, New localities: 11, Hirasawa; 12, Senzui; 13, Mt. Takatsuka and 
Awamata ; 14, Yoshinoyatsü ; 15, Uehata-kamigó and Mishima-ko ; 16, Iriyama- 
zu and Arakiyatsü ; 17, Shigumi. (1-10, see Fig. 1 in TAKAHASHI and AOYAMA, 
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Fig. 104. Number of spring form adult of Neope observed from late April till early June, 
in Kimitsu-shi and Amatsu-kominato-chó, Chiba-ken (1977 - 197 8). (A)-(B). N. 
niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA ; (A) male, (B) female. (C)- (D). 
N. goschkevitschii MENETRIES ; (C) male, (D) female. Wing condition: open 
square, fresh ; dotted square, middle; solid square, spoilt. 
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Table 7. Adult number of Neope observed in Kimitsu-shi and Amatsu-kominato - chó, Chiba - 
ken (1977 - 1978). (A) Spring form (May 13-June 2); (B Summer form (Aug. 26 - Sept. 6). 
nk: N. niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA; g: N. goschkevitschit MÉNÉTRIES. 
Number in parentheses: percentage. 














(A) 
fresh middle spoilt total male female 
nk 6 22 9 aT 13 24 
(16.2) (59.5) (24.3) (100.0) (35.1) (64.9) 
g 46 11 0 57 44 13 
(80.7) (19.3) (0) (100.0) (77.2) (22.8) 
(B) 
fresh middle spoilt total male female 
nk 14 16 9 39 26 13 
(35.9) (41.0) (23.1) (100.0) (66.7) (33.3) 
g 9 45 22 76 47 29 
(11.8) (59.2) (29.0) (100.0) (61.8) (38.2) 





期 が 5 月 中 - 下 旬 と な る 静岡 県 伊豆 半島 達磨 山 産 の も の に 比べ て 少な く と も 10 日 は 早く , また 同一 地点 に 
混 生 す る サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 よ り も 2 週間 以上 早い . サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 場合 は , 5 月 中 旬 に 羽化 
DRED, 5 月 下旬 が その 最盛 期 で , 6 月 下旬 まで その 姿 を 見 せる . 

Fig. 104 は , 青山 が 1977 - 1978 年 に 君津 市 と 天津 小湊 町 で 観察 し た 記録 を 示し た も の で あり , 1 日 の う 
D, ほぼ 2 時 間 の あい だ に 無 作為 に 採集 し た 個体 数 を 表わし て いる . この 図 か ら も , ヤマ ・ サ ト の 両 種 は , 
春 型 世 代 に お いて か な り 明 有 瞭 な 季節 的 な すみ わけ を し て いる こと が わか る . 

両 種 の 成虫 期 の 重なる 5 月 13 日 か ら 6 月 2 日 まで の 春 型 成虫 の 汚損 状態 を , WEE, PRE, 汚損 の 3 段 
階 た 分 け て 個体 数 を 比較 する と , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ が サト キマ ダラ ヒ カ ゲ より も 明らか に 早く 羽化 し (x? 
検定 に より , P<0.01, df-2) と くに 前 者 で は 税 の 占め る 割合 の 高い こと も これ を 裏づけ て いる (Table 
7A). 

房総 半島 産 の 夏 型 は , 春 型 と は 反対 に , その 羽化 期 は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ より も や や 遅れ , 最盛 期 は 8 A 
下旬 どろ と な る (青山 , 1977 : 高橋 , 19079). また , 原 名 亜 種 の 羽化 期 の 比較 的 遅い 個体 群 (神奈 川 県 箱根 山 
産 な ど ) と 比べ て も , 1 週間 前 後 遅 い (TANi, 1984), 

Fig. 105 は , Fig. 104 の 場合 と 同一 年 代 , 同一 場所 に お いて 同じ 方 法 に よっ て 調査 し た 個体 数 変動 を 示し 
た も の で ある . と の 図 か ら は , ヤマ ・ サ ト 両 種 の 季節 的 な すみ わけ は 一 見 わか り に くい が , 汚損 の 程度 や 時 
の 占め る 割合 か ら , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 羽化 期 が より 遅い こと が わか る (P REZY, P<0.01, df= 
2) (Table 7B). 

上 に 述べ た よう なか, 房総 半島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 春 型 の 早い 羽化 と 夏 型 の 遅い 羽化 は , 夏 型 と な る 世 
代 の 幼生 期 が 著しく 長い と と を 示し て お り (Fig. 106), この 現象 は 由 の 夏 休 眠 に ょ る も の と 考え られ て いる 
(TAN, 1984; 谷 , 1984), この よう な 生活 史 の 「 一 部 変更 」 は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ や ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 
の 原 名 亜 種 に は 一 般 に 見 られ な いも の で あり , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 肩 総 半島 産 亜 種 が か その 亜 種 分 化 の 過 
程 で 獲得 し た 形質 と みる こと が で きよ >S MAR), 


VI 生息 地 の 特 徴 と 食 草 


1 . 生息 地 と 気候 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 房総 半島 に お ける 分 布地 域 は , 房総 丘陵 を 中 心 と する 内 陸 部 で , サト キマ ダラ ヒ カ 
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Fig. 105. Number of summer form adult of Neope observed from middle August till 
early September in Kimitsu-shi and Amatsu-kominato-ch6, Chiba-ken (1977 - 
1978). (A) - (B). N. niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA ; (A) male, (B) 
female. (C)-(D). N. goschkevitschii MENETRIES; (C) male, (D) female. Wing 
condition : open square, fresh ; dotted square, middle; solid square, spoilt. 
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Fig. 106. Life cycles in two species of Neope. (A), N. niphonica niphonica BUTLER, in Mt. 
Daruma, Izu Peninsula, Shizuoka-ken. (B), N. x. kiyosumiensis TAKAHASHI et 
AOYAMA in the Bósó Peninsula, Chiba-ken. (C), N. goschkevitschii MENETRIES in 
the Bósó Peninsula, Chiba-ken. E: egg; P: pupa; A: adult. 
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Table 8. Mean value of temperature (C) in Sakahata, Kimitsu-shi (1979 - 1983), where Neope 
niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA is distributed, and in Katsuura-shi (1951 - 1980), 
where this subspecies is not distributed. A: Mean of daily temperature; B: Max. of daily 
temperature ; C: Min. of daily temperature. 

Locality Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. Mean 


Sakahata 3.0 3.9 7.1 12.2 16.7 19.8 22.5 24.0 20.6 15.6 10.6 5.1 13.4 








a Katsuura 6.2 6.5 9.1 13.8 17.5 20.3 23.3 25.2 22.7 17.8 13.4 8.9 15.4 
B Sakahata 9.0 9.3 12.1 17.0 21.6 23.8 26.1 27.9 24.5 20.4 15.5 11.4 18.2 

Katsuura 10.7 10.9 13.1 17.0 20.7 23.1 26.1 28.3 26.1 21.4 17.4 13.5 19.0 
C Sakahata —2.5 —1.3 1.8 6.7 11.5 15.9 19.2 21.1 17.4 11.3 6.1 —0.4 8.8 


Katsuura 2.0 2.4 5.1 10.2 14.2 17.7 21.0 22.7 20.1 14.7 9.7 4.9 12.1 


ゲ が 広く 分 布 す る 海岸 地帯 に は 生息 し て いな い (高橋 ・ 青 山 , 1981). 

本 種 が も と も と 冷涼 な 気候 を 好む と する と , 気 師 か ら み た 分 布 制限 要因 は 夏 の 高温 と も 考え られ る . 実際 
に , 本 種 を 盛夏 の ころ 冷房 され て いな い 平 地 の 室内 で 飼育 する と と は きわ め て 困難 で あり , MORR HE 
く , 幼虫 の 脱皮 や 疲 化 が うま くい か ず に 死亡 する こと が 多い (高橋 , 1988 : 4, 1984) 

房総 半島 に お ける 本 種 の 生息 地 で は , 夏 の 日 最高 気温 は , 内 陸 の 盆地 や 山麓 の よう な と ころ で , 海岸 地帯 
と 同じ 程度 , あるいは フェ ー ン 現象 な ど に よっ て 場合 に よっ て は それ 以上 に 高く な る こと と が ある . し か し 夜 
間 か ら 夜 明け に か け て の 気温 の 逆転 に よっ て 冷気 が 下 隆 し , 海岸 地帯 より る は る か に し の ぎ や すく な る . 

すなわち , 夏 の 日 最低 気温 が 本 種 の 分 布 制限 要因 と な り , それ が 一 定 限度 を 越え て 高く な る と , 本 種 の 分 
布 が 不可 能 と な る の で あろ 2 (高橋 , 1979 : 福田 ・ 高 橋 , 1988 な ど ). また , 本 種 は 気温 の 日 較差 の 大 き な と 
ころ に すむ や 傾向 が あり , 北海 道 の よ うな と ころ で も , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 場合 と 異な り , 平原 より る も 気温 
の 日 較差 の 大 きい 山間 部 や 山麓 な ど で 個体 数 が 多く な る 傾向 が ある (高橋 , 1975). 

Table 8 は , 本 種 の 分 布地 域 の 中 に ある 君津 市 坂 畑 (内 陸地 域 ) と , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の み 分 布 し , AE 
の 見 られ な い 半 島 東南 部 の 勝浦 市 (海岸 地域 ) に お ける 月 別 平 均 気温 で ある (銚子 地方 気象 台 の 記録 に よ 
2). 年 平均 気温 は 坂 畑 で 13.4 で , 勝浦 で 15.4C で 2.0C て の 差 が ある . BAONE t Pe CERBIRT A 7 
月 と 8 月 の 気温 に つい て みれ ば , や は り 勝 浦 の 気温 が より 高く な っ て いる . すなわち , 勝浦 と 坂 畑 と の 月 平 
均 気温 の 差 は 7 月 0.8C, 8 月 1.2 て で や や 大 きく , 日 最高 気温 の 平均 の 差 は 7 月 0 C, 8 月 0.4C で ほとん 
ど 差 が な い が , 日 最低 気温 の 平均 の 差 は 7 月 1.8C, 8 月 1.6C で , も っ と も 大 きく な っ て いる . 

以上 の 気象 デー タ か ら 考 察 す れ ば , お そら く 日 最低 気温 の 平均 値 が 房総 半島 に お ける ヤマ キマ ダラ ヒ カ 
ゲ の 分 布 に と っ て 大 き な 意 味 を も っ て お り , その 分 布 限界 は 7 月 の 値 で 19-20C, 8 月 の 値 で 21-22 て の 
範囲 に 存在 する も の と 推定 する . な お , 勝浦 の 冬季 の 高温 は , 気温 変動 の よく 似 た 静岡 市 に お ける 飼育 経験 
Db, この 蝶 の 越冬 に は 大 き な 障 害 に は な ら な いと 考え る . 

2. 生息 地 の 地形 と 植生 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 本 来 の 生息 地 は , 77 Fagus crenata 3 F 7 Quercus mongolica var. grosseser- 
rata な ど を 樹冠 と し , 下 生 え に サ サ 類 (Sasa € Tc Sasamorpha) を 伴 な う 冷 温帯 的 植生 か ら 成 り 立 っ て いる 
DT, 房総 半島 産 亜 種 の 生息 地 は , 景観 的 に も 原 名 亜 種 の も ゃ の と 著しく 異な っ て いる . 

房総 半島 に お ける 生息 地 は , (BARROWS, 丘陵 地 , 川岸 な ど に 見 られ る 暖 温 帯 的 な 落葉 広葉 樹林 (E 
木 林 ) で , この よう な 林 は シイ タケ の 栽培 利用 され て いる こと が 多く , か つて は 新 炭 林 と し て 役立っ て い 
た も の で ある (Fig. 107), 

樹 等 と な る 植物 は , クヌギ Quercus acutissima, = F F Q. serrata, 7 9 Castanea crenata, V 9 9 =F Acer 
cratacgifolium な どの 落葉 広葉 樹 で あり , その 内 部 また は 周辺 に は , アズ マネ ザ サ Pleioblastus chino, メダ 
^ P.simoniüt E, 食 草 と な る タケ 科 植 物 を 伴 な っ て いる . 房総 半島 産 亜 種 の 生息 地 は , むし ろ サ トキ マダ 
ラ ヒ カ ゲ の も の と 似 て お り , 多く の 場合 サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と 混 生 し , た が い に 季 節 的 な すみ わけ を し て い 
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Figs. 107-109. Habitats of Neope niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA in 
Higashi-6wada, Futtsu-shi, Chiba-ken (May, 1980). 107. A deciduous broad 
leaved forest mainly with Quercus acutissima, Q. serrata and Castanea crenata, 
Fagaceae, and shrubbery zone of Pleioblastus chino, Bambusaceae ; 108. A forest 
of Pleioblastus simonii and a trail, above which males of N. niphonica kiyosumien- 
sis show mate searching or territorial flight ; 109. A forest of Quercus acutissima 
with Pleioblastus simonii, in which males show mate searching flight. 


る (VER). 

この よう な 暖 温帯 的 な 落葉 広葉 樹林 は , 内 陸 か ら 海 岸 地帯 に 進む に し た が い , し だ い に シ イ Castanopsis 
cuspidata, 7 F 9h v Quercus glauca, 2 7 2 * Persea thunbergii な ど を 含む 常緑 の 照葉樹 林 に 移り か わり , 
本 種 は 姿 を 消し て サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の み の 地 帯 と な る . 天津 小湊 町 坂本 付近 く 20 - 25 m> の 生息 地 は , B8 
葉 樹 の 優 占 する 地域 に 残さ れ た 例外 的 な も の で ある . 

3. 食 草 

これ まで に ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 房総 半島 産 亜 種 の 食 草 と し て 野外 で 記録 され た も の は , アズ マネ ザ サ 
Pleioblastus chino è 2 8 y P. simontiD 2 種 で ある . 

アズ マネ ザ サ は この 亜 種 の は と ん どす べ て の 生息 地 に 豊富 に 見 られ る と ころ か ら , その も っ と る 重要 な 
食 草 と 考え られ る . 君津 市 清水 , 猪 ノ 川 , 天津 小湊 町 坂本 , 富津 市 宇 藤 原 , 荒木 谷 な ど で は 卵 が (VI 4 参照 ), 
君津 市 猪 ノ 川 と 清水 で は 1 - 3 齢 幼虫 が 発見 され て いる . 

本 亜 種 の 生息 地 に は 同属 の メダ ケア szzzoz27 を 伴 な うこ と が 多く , 青山 は この 植物 へ の 産卵 を 観察 し て い 
る (VII 4 参照 )、 実際 に 本 亜 種 の 幼虫 に この 植物 を 与え る と 良好 に 発育 する . 

マダ ケ 属 で は , マダ ケ Phyllostachys 27222s02 の es が と き に 生息 地 お よび その 付近 に 見 られ る と と が あり , 
富津 市 宇 藤 原 で は 生息 地 と な っ て いる マダ ケ ヶ 林 か ら 5 頭 の 春 型 個体 が 採集 きれ て いる . と くに 川沿 い の 生 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


房総 半島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ (M) 123 


111 





Mt. KIYOSUMI - 
545 a383 








SN 










300m' 





) @ / 100m 












;je SAKAMOTO Figs. 111-112. Summer form females of Neope 


niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et 
Aoyama from Arakiyatsü, Futtsu-shi, 
Chiba-ken. 111. Bred on Miscanthus 
sinensis, Gramineae, emerged on Feb. 27, 
1986, forewing length 28.1 mm; 112. 
Bred on  Pleioblastus chino, Bam- 
busaceae, emerged on Mar. 7, 1986, for- 
ewing length 31.8 mm. 
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Fig. 110. Collecting sites of Neope on the 
southern slope of Mt. Kiyosumi, 
Amatsu-kominato-ch6, Chiba-ken. 

Solid circles: Sites where N. ni- 
phonica  kiyosumiensis TAKAHASHI et 
AOYAMA was found together with N. 
goschkevitschii MENETRIES. Solid aster- 
isk: Site where N. n. kiyosumiensis was 
found alone. Open circles: Sites where 
N. goschkevitschii was found alone. 
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息 地 で は この 植物 と の 関係 を よく 調べ る 必要 が ある . モウ ソウ チク ア keterocycla は も と も と 野生 の も の で 
は な く , た け の こ 採 取 用 に 栽培 され た も の で あり , この 蝶 の 生息 地 付近 に は あま り 見 られ な い の で , た と を 
一 部 の 地域 で 食 草 と し て 利用 され て いた と し て も る も, 食 草 と し て の 価値 は 小さ いと 思う . 

スズ ダケ 属 の スズ ダケ (スズ タケ) Sasamorpha 09Ze275 は 原 名 亜 種 の 主要 な 食 草 で あり (福田 ほか , 1984), 
この 植物 を 亜 種 奴 yoszzz2es2$ の 幼虫 に 与え る と 好 ん で 食し , よく 発育 する . ス ズ ダ ケ は 君津 市 久留 里 城 跡 付 
近 や 大 多喜 町 床 綿 原 な ど に 群生 する が , これ ら は 人 為 的 な も る の で ある 可能 性 が 大 きい . 君津 市 の 猪 ノ 川上 流 
や 元 清 港 山 付近 の 群落 は , 規模 は 小さ い が , むし ろ 自 然 植生 の 可能 性 が あり , 元 清澄 山 付近 の 尾根 で 夏 型 1 
ず が 採集 され て いる こと は 注目 され る . LOL, この 植物 は 房総 半島 で は 一 般 に 分 布 が 限ら れ て いる の で 
主要 な 食 草 と は な りえ な いも の と み ら れ る . 

清澄 山頂 上 付近 に 局 地 的 に 自生 する キョ ズミ ザ サ (ミヤ コザ サ の 一 型 ) Sasa nipponicatt, 房総 半島 に 自 
生 す る ササ 属 唯 一 の 植物 で ある が , た と を これ を 食し て いた と し て も, 分 布 が どく 狭い の で 主要 な 食 草 と は 
な りえ な いも の と 考え る . 

ヤダ ケ 属 の ヤダ ケア eosgs の 72 の 22C の は 主として 城跡 の よう な と ころ に 自生 し て お り , 地域 に よっ て 食 
草 と な っ て いる 可能 性 は 否定 で き な い が , 全体 と し て は 量 的 に 少な く , これ も 食 草 と し て の 重要 性 は あま り 
な いも の と み ら れ る . 

な お , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に は 潜在 的 に イネ 科 の スス キル zscanthus sinensis を 食す る 習性 が あり , RA 
亜 種 で は 栃木 県 馬頭 町 , 屋久 島 産 亜 種 で は 屋久 島 の 小杉 谷 で 食 草 と な っ て いる こと が 知ら れ て いる (福田 ほ 
か , 1984; 高橋 , 1972) この 植物 を 房総 半島 産 亜 種 の 幼虫 に 与え を て みる と , アズ マネ ザ サ を 与え た 場合 に 
比べ て 発育 が 遅れ , や や 小型 の 個体 が 羽化 する こと か ら (Figs. 111 - 112), 房総 半島 の も の も 同様 に た ススキ 
に 対す る 一 定 の 潜在 的 食性 を も っ て いる と こと が わか る . た だ し , 卵 群 に よっ て は 1 齢 幼虫 が まっ た く 食 いつ 
か な い 場 合 も あり , 野外 で 正常 な 食 草 と な っ て いる 可能 性 は 低い . 


VI 成虫 の 生態 


1, 成虫 の 食物 
① 樹液 

樹液 吸 汁 を 観察 し た 例 は つぎ の と お り で ある ,. 詳細 な デー タ は 省略 する . 

クヌギ : 富津 市 荒木 谷 ( 春 型 ・ 夏 型 多 数 ), 東大 和田 ( 夏 型 多数 ) : 大 多喜 町 泉水 西南 方 ( 夏 型 数 頭 )、(Fig. 
113) 

277 : 富津 市 荒木 谷 ( 春 型 ・ 夏 型 多数 ) 東大 和田 ( 夏 型 多数 ) : 大 多喜 町 泉水 西南 方 ( 夏 型 数 頭 ) : 君津 市 
清水 ( 夏 型 数 頭 ). 

ヤナ ギ の 一 種 : 君津 市 折 木 沢 ( 春 型 ・ 夏 型 多数 ), 久留 里 ( 春 型 多数 ). 

エン コウ カエデ : 君津 市 猪 ノ 川 ( 春 型 ・ 夏 型 各 数 頭 ). 

イチ ジ ク (栽培 され た も の ) : 市 原市 平沢 ( 春 型 2), 

タブ ノ キ 天津 小湊 町 坂本 ( 夏 型 多数 ). 

これ ら の うち , クヌギ , コナ ラ は 分 布 も る 広く , 量 的 に も 多い の で , も っ と ゃ 重要 な 樹液 源 で ある と 思う . 
照葉樹 の 多い 地域 で は タブ ノ キ が 樹液 源 と し て 利用 され る . な お , (多数 ) は 10 頭 以 上 , (数 頭 ) は 5 - 6 頭 
程度 を 意味 する . 
© o% 

青山 は 君津 市 猪 ノ 川 で 1979 ES AAAI YAO Y SF OTECRED ZRH 1 1 み を 観察 し た . これ が 現在 
の と ころ 本 亜 種 の 唯一 の 訪 花 吸 蜜 記録 で ある . な お , この 植物 へ の 訪 花 は 原 名 亜 種 で は まだ 知ら れ て いな 
い . 
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③ 水 

吸水 の 記録 は つぎ の 4 例 で , 告 の み で ある こと は 注目 され る (いずれ ゃ 高橋 に よる ). 

君津 市 清水 , 1 ヤ 春 型 , 1981 年 5 月 10 日 ; SH, 1996425 月 10 日 . 富津 市 荒木 谷 , 1 千春 型 , 1986 
年 5 月 10 日 ; 1 9 El, 1987 49 H 4 B. 

最後 の 例 は 小雨 の 中 で の 吸水 記録 で ある . RABE CUL, ず が 山道 の 湿地 に 集まっ 吸水 する の が ご く 普 通 
に 見 られ る が (福田 ほか , 1984), これ に 比べ る と 房総 半島 産 亜 種 は 吸水 性 が 弱い よう で ある . 

な お , 原 名 亜 種 の か は 好 ん で 動物 の 死体 や 排出 物 に 集まる が , 房総 半島 産 亜 種 で は この よう な 例 は 観察 し 
て いな い . 

2. 日 周 活動 

観察 記録 に は 夜明け 前 後 の 早朝 の も の が な く , 日 周 活動 全体 と し て は 不 十分 で ある が , 春 型 と 夏 型 と に 分 
け , 時 間 帯 ご と に その 概要 を 述べ る . 観察 は いずれ も 高橋 に よる も の で ある 。. 
A. 春 型 
① 8:40-9:30, 1982 年 5 月 9 日 (快晴 ), 大 多喜 町 高塚 山 付近 

8 時 40 分 どろ, 山麓 の スギ 林 の 空地 で 1 の が アズ マネ ザ サ の 葉 上 に と まり , 付近 を 通過 する 小 昆 虫 を 追 
跡 し て な わ ば り 行 動 を 示し , と き に 欧 を 傾け て 日 光 浴 を し た り , 地上 3m ぐ らい の スギ の 樹幹 に 上 向き に と 
まっ た りす る の が 見 られ た . 

9 時 20 分 どろ , 頂上 で 1 み が 地 上 約 3 m の シイ の 枝 先 に と まっ て な わ ば り を つく り , 付近 に 現れ た 他 の 
1 み を 激しく 追跡 し た . 
®© 9:40-13:00, 1980 年 5 月 4 日 (快晴) 富津 市 東大 和田 

木 も れ 日 の 射 し 込む 雑木 林 , 10 時 20 分 , 最初 の 個体 (の) が 現れ た . 時 間 帯 ご と に 観察 し た 個体 数 は , 10 : 
20-11: 00(1H), 11:00-12:00(62 2 29 9), 12: 00-12 : 30(3 HA), 12: 30-13: 00(4 FHS). 
ずみ の 多く は 新鮮 個体 で 地上 50 cm 以下 の 低 所 を ほとん ど と ま ら ず に 敏速 に 飛び , と き に クヌギ や ュ コナラ の 
根 も と か ら , 樹幹 に まつ わる よう に し て 数 m 上 昇 し て は 急降下 する の が 見 られ , これ は ほとん と の 個体 に 共 
通し て いた . 樹液 が あっ て も と ま ら ず に 飛び 続け る と ころ か ら , この 行動 は 探 雌 行動 で ある 可能 性 が 大 きい 
(Fig. 119), 活動 の し か た の 時 間 帯 に よ る 変化 は 見 られ な か っ た . また な わ ば り 行 動 は 確認 し て いな い . 
@ 11:30-13:00, 1981 年 5 H 10 H (538), 君津 市 清水 

多数 の ず か が メダ ケ ヶ 林 の 上 を 活発 に 飛び , 個体 に よっ て と きど き 地 上 2 - 3m の メダ ケ ヶ の 葉 上 に と まり , A 
種 の ず を 追跡 し て な わ ば り 行 動 を 示す も の も 見 られ た . 地表 付近 に 降下 する 個体 も あり , 地表 や 地上 1m ぐ 
らい の メダ ケ の 枯れ た 杏 と 静止 する も る の も 見 られ た . 一 視野 の 中 に 見 られ た 最大 個体 数 は ? 頭 で あ っ た . 
12 時 を 過ぎ る と な わ ば り 行 動 は ほとん ど 見 られ ず , ず は いずれ も メダ ケ の 可 に まつ わる よう に し て 上 ト 
L, ほとん ど 静 止 す る みこ と な く 飛 び 続 ける の が 見 られ た . この 行動 は , 上 に あげ た ② の 場合 と 同様 , RET 
動 の 一 形態 で ある と 推測 する . 今後 , の 発見 か ら 交尾 に いた る まで の 行動 の 観察 が 期待 され る . 

この 日 に 見 られ た みず は いずれ も 羽化 後 数 日 を 経た も の で , 新鮮 な 個体 は は と ん ど 見 られ な か っ た . 

他 に 数 頭 の ヤ を 目撃 し た が , これ ら の 行動 は 不 活発 で , 短 距 離 を 飛ん で は 葉 上 に 静止 し , 中 に は 地上 で 吸 
水 す る も の も 見 られ た (VI 1③ 参 照 ). 
④ 13:15-14:30, 1986 年 5 月 10 日 ( 晴 ), 富津 市 荒木 谷 

クヌギ 林 の 内 部 で , 地上 2 - 3m の アズ マネ ザ サ の 葉 上 や クヌギ の 樹幹 に と まり , 同種 の 他 の 個体 を 追跡 
し て な わ ば り を つく る 個体 が 多い . 個体 に よっ て は , クヌギ の 樹幹 と まつ わり つく よう に 上 下す る も の も 見 
られ た 。 一 方 , クヌギ の 樹液 に 集まる 多く の 雌雄 を 目撃 し た . この 日 に 観察 し た 配偶 行動 に つい て は 次 項 で 
述べ る . 
& 14:40-16:50, 1978 年 5 月 4 日 ( 晴 ) 君津 市 猪 ノ 川 

清 港 山 か ら 流れ 出る 猪 ノ 川 に 沿っ た 林道 で 付近 に ュ ナ ラ な ど を 含む 雑木 林 が 多い . 川沿 い に ア ズ マ ネ ザ 
サ や メダ ケ の 群落 が 見 られ る . 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


126 高橋 真弓 ・ 青 山 潤 三 





Fig. 113-117. A female (summer form) of Neope niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et 
AOYAMA, sucking sap of Quercus acutissima, Fagaceae, at Senzui, Ótaki-chó, 
Chiba-ken (Sept.5, 1981. 114. A male(spring form)of Neope niphonica 
kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA sitting on a trunk of Quercus acutissima with 
its wings inclined for basking in the sun at Higashi-6wada, Futtsu-shi, Chiba-ken 
(May 4, 1980). 115. A female (summer form) of Neope niphonica kiyosumiensis 
TAKAHASHI et AOYAMA, ovipositting under the leaf of Pleioblastus simonii, Bam- 
busaceae, at Sakamoto, Amatsu-kominato-ch6, Chiba-ken (Sept 3, 1976). 116 - 
117. Egg batches of Neope, on the underside of the leaves of Pleioblastus chino. 
Bambusaceae, at Shimizu, Kimitsu-shi, Chiba-ken (Aug. 29, 1978). 116. Egg 
batches of N. niphonica. kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA on the left leaf and 
an egg batch of N. goschkevitschii MENETRIES on the right leaf; 117. Egg batches 
on the left leaf. 


多数 の ず が 見 られ , きわ め て 敏速 に 高 所 を 飛び , 樹冠 上 を 飛び 過ぎ て 視界 か ら 消 える 個体 が 多く , LE 
どき 樹幹 , 電柱 , ガードレール な ど に まつ わり つく よう に し て 上 下 し た が , ほとん ど と ま ら ず に 飛び 続け た . 
中 に は を 探索 する か の よう に , アズ マネ ザ サ の 群落 の 周囲 を 旋回 し て 視野 外 に 飛び 去る 個体 (の ) も 見 ら 
hk, これ ら の 個体 の 多く は 移動 中 の も の と 推定 され た . 

また , コン クリ ー ト の 壁面 や 白色 の ガー ドレ ー ル な ど に と まり , 閉じ た 区 を 傾け て 日 光 浴 を し て 休息 する 
=, 三 の 個体 も 観察 し た . 

明らか に な わい ば り 行 動 と 認め られ た も の は アズ マネ ザ サ 群落 上 に な わ ば り を 形成 し て いた 1 POAT, 
同種 の 他 の 個体 を 追 飛 する の が 見 られ た . 

15 時 ご ろ , 餌 場 と な っ て いる エン コウ カエ デ の 地上 約 4m の 樹 枝 上 で 交尾 中 の 1 対 を 目撃 した. 

最後 の 個体 を 見 た の は 16 時 47 分 で あっ た . 
(0 15:00-16:00, 1980 年 5 月 4 日 (快晴), 富津 市 東大 和田 

上 に あげ た ② と 同日 の 観察 . 前 半 の 30 分 間 に 多く の 個体 が 見 られ た . ず の 大 部 分 は 地表 すれ すれ の 低 所 
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Fig. 118. A male (spring form) of Neope niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA 
flying in its territory, at Mt. Kiyosumi, Amatsu-kominato-ch6, Chiba-ken (Apr. 











28, 1978). 
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Fig. 119. Up-down flight of male Neope niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOYAMA 
around the tree trunk. 


を 飛び , と き に クヌギ や コナ ラ の 樹幹 に まつ わり つき な が ら , 3m ぐ らい 上 が っ て 急降下 し た . これ ら の 個 
体 は いずれ も せわ し く 飛 び 続 け , 樹液 が あっ て も 静止 する も の は 見 られ な か っ た . まれ に 地表 や クヌギ の 樹 
幹 に と まり , 次 を 斜め に 傾け て 日 光 浴 を する の が 見 られ た (Fig. 114). 

これ ら の 個体 の ほか に , 林間 の アズ マネ ザ サ の 葉 上 (地上 約 1 m) に 静止 し 同種 の ず を 追跡 し て な わ ば り 


行動 を 示す 1 OBR. 
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B. EX 

(D 9:30-11:30, 1985 8 H 30 H (8), 富津 市 東大 和田 
多く の 個体 が クヌギ 林内 部 の アズ マネ ザ サ の 多い 下 生 を に と まっ て お り , 人 の 気配 を 感じ て 不 活発 に 数 

m 飛 ん で は 下 生 え の 群 落 の 中 に 潜り 込む の が 見 られ た . クヌギ の 樹液 を 吸う 個体 も 二 , 三 頭 見 る と と が で き 

por 

@ 14:30-15:00, 1978 4€ 8 H 28 日 ( 晴 ), 君津 市 折 木 沢 
小橋 川 の 河 原 に 生じ た ヤナ ギ の 一 種 の 林 で 付近 に メダ ケ の 群落 が ある . Be FIER O LIKE HOR 

頭 の 個体 (雌雄 を 含む ) が 見 られ , いずれ も 人 の 気配 を 感じ て , 不 活発 に すこ し 飛ん で は 樹幹 の 地上 20 cm 以 

下 の 位置 に 上 向き に と まる の を 観察 し た . 

Q 15:00-15:30, 1985 年 8 月 30 日 (&), 富津 市 荒木 谷 
雑木 林 の 中 を 通じ る 山道 の 両側 に アズ マネ ザ サ の 群落 が あり , 人 の 気配 に 和敬 ろ い て こと の 中 か ら つ ぎ つ ぎ 

に 飛び 出し , 数 m ゆ る や か に 飛ん で は 付近 の 樹木 の 葉 上 な ど に と まる の が 見 られ た . その 中 に は み も や も 含 

まれ て お り , これ ら は まだ 夕方 の 活動 態勢 に 入っ て いな いよ うに 思わ れ た . 
また 一 部 の 個体 (の ) は クヌギ の 樹幹 に 上 向き に と まっ て , 付近 に 現れ た 同種 の 個体 を 追跡 し て な わ ば り 

行動 を 示し た . さら に クヌギ の 樹幹 に まつ わり つく よう に , らせん を 描い て 上 下す る 個体 (の ) も 見 られ た . 

この 行動 は 樹液 が あっ て も 静止 ・ 吸 汁 し な いと ころ か ら , 探 雌 行動 の 可能 性 が 高い . 

④ 16:20-17:30, 1985 年 8 H 29 日 ( 晴 ), 君津 市 清水 
@ 3 頭 の な わ ば り 行 動 を 観察 し た . いずれ も 1 本 の アカ マッ の 幹 の 地上 1 - 4m の 位置 を 中 心 に 順次 に 

な わ ば り を 形成 し , 他 の 個体 を 激しく 追跡 し た . と き に 樹幹 を 離れ て 地上 3 - 4m の メダ ケ ヶ の 葉 上 に と まる 

場合 も 見 られ た . 3 頭 の 静止 位置 は , 樹幹 と 葉 上 の 回 数 が それ ぞ れ 7/1, 9/7, 3/4 で , 合計 する と 樹幹 19 回, 

葉 上 12 回 で あっ た . 

®© 17:00-18:30, 1978 年 8 月 28 日 ( 晴 ), 君津 市 猫 ノ 川 
川 誠 の エン ュ ウ カエ デ の 樹液 に 数 頭 の 個体 が 集まり , 地上 4 - 6m ぐ らい の 位置 で な わ ば り 行 動 を 示す 

も の を も 見 られ , その 活動 は 18 時 20 分 まで 続い た . 
以上 の 観察 や ここ に 示さ な か っ た 他 の 観察 例 か ら わ か る と と は つぎ の と お り で ある . 

1) 春 型 は きわ め て 敏速 に 飛び , 午前 か ら 午後 に か け て 連続 的 に 活動 し , 16 時 どろ に は ほぼ その 活動 を 終わ 
る . ず は 生息 地 の 条 件 に よっ て な わ ば り 行 動 を 示す 場合 や , 休ま ず に 飛び 続け な が ら 樹幹 を 上 昇 し 急降下 
する 独特 の 行動 (お そら く 探 雌 行 動 ) を 示す 場合 が ある . この 特異 な 行動 は 本 種 の 他 の 亜 種 や サト キマ ダ 
ラ ヒ カ ゲ で は 観察 し て いな い . 

2) 夏 型 の 飛び 方 は 春 型 よ りゃ も 緩やか で , 午前 か ら 午後 の 始め どろ まで は ほとん と 活動 せ ず , 樹液 に 集まっ 
た り , 下 生 を え の 葉 上 に 静止 し た り し て いる が , 午後 4 時 どろ か ら 活 発 に 飛び まわ り , ず は 樹 間 に な わ ば り 
を つく る . また ざ は 春 型 と 同様 , 樹幹 に まつ わり つく よう に 上 下す る 行動 を 示す こと が ある が , 春 型 ほど 
顕著 で は な い . その 活動 は 18 時 過ぎ まで 続き , 活動 の し か た は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 夏 型 に 似 て いる . 

3. 配偶 行動 
配偶 行動 と 思わ れる 観察 例 を 二 つ あ げ て お く . いずれ も 1986 年 5 月 10 B, 富津 市 荒木 谷 に お ける 高橋 に 

よる 観察 例 で ある が 交尾 は 確認 され な か っ た . 天気 は 晴天 で あっ た . 

(D 13 時 30 分 , 雑木 林 周 辺 の アズ マネ ザ サ 群落 上 で , 樹 上 か ら 降 り て きた 1 頭 の ず が 1 頭 の や を 追跡 する 
と , 年 は その 群落 の 中 に 入り , 地上 すれ すれ の 葉 上 に 静止 し た . IKAD c QUEERS OUR: 
ら 小 移動 を くり 返し , さら に 内 部 に 入っ た . や が て ず は 時 の 側 方 に と まり , 腹部 を 曲げ て 求愛 し た が , 交 
尾 は 成立 し な か っ た . 和 早 は 羽化 直後 の 新鮮 な 個体 で は な く , 羽化 後 数 日 を 経過 し た も の で あっ た . 

② 15 時 40 分 , 上 の 例 と ほぼ 同じ 地点 で , 地上 5 - 6m の 位置 で 次 を 小刻み に 動か し な が ら 水 平 に 飛ぶ 1 
FZ, @ 2 頭 が 追 飛 し , や が て 視界 か ら 消え た . 交尾 が 成立 し た か どう か 不明 で ある . 

な お , 交尾 個体 の 観察 例 は つぎ の 3 例 で , 最初 の 1 例 は 高橋 と 青山 , 他 は 青山 に よる も の で ある . 
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君津 市 猪 ノ 川 , 1 例 , 1978 年 5 月 4 日 15 時 ご ろ ちろ そ エン コウ カエ デ の 枝 ( 地 上 4 - 5m) : 1 例 , 1979 年 5 月 
4 日 正午 どろ うす 暗い コナ ラ 林 中 の 樹幹 : 天津 小湊 町 坂本 , 1 例 , 1979 年 5 月 5 日 15 時 ご ろ ヤ ナギ の 一 種 
の 樹幹 (地上 3 - 4m). 

と これら の ほか に , 青山 に よる 君津 市 郷 台 畑 に お ける 野外 の ケー ジ 内 で の 観察 (1978 年 5 月 ) で は , すく な 
く と も 15 時 か ら 19 時 まで の 4 時 間 に わ た っ て 交尾 を 継続 する も の が 見 られ た . 

4. 産卵 行動 と 卵 数 

BH, 多く の 場合 , 雑木 林 の 林 床 を ゆる や か に 飛び , 食 草 の 葉 表 に と まり , 腹部 を 曲げ て 葉 裏 に 数 個 か 
b 30 個 近い 卵 を まとめ て 産 付す る . つぎ に 野外 で 発見 し た 卵 の 記録 を 示す . * 印 は 卵 群 末 完 成 の まま , A 
蝶 が 刺激 に 和 驚い て 飛び 去っ た も の , ①-⑨ は 高橋 , ① は 青山 に よる も の で ある . 

(D 看 津 市 清水 , 1978 年 8 月 29 日 , 4 卵 群 (3? 6* 13, 29 卵 ) アズ マネ ザ サ の 葉 裏 
Q 富津 市 宇 藤原 , 1984 年 5 月 3 日 , 1 卵 群 (15 E), TAT AFH ORR 

© 富津 市 荒木 谷 , 1987 年 9 月 4 日 , 5 卵 群 (7 14, 19, 19, 2398), TATA YORK 
④ 天津 小湊 町 坂本 , 1976 年 9 H3 日 , 1 卵 群 (4* 卵 ) メス ダケ の 葉 裏 

し ば し ば 産卵 が 行わ れる の は , 林内 の 深い と ころ より も , むし ろ 山 道 に 面 し た 場所 で , 大 き な 株 より ゃ 小 
さい 筆 弱 な 株 が 選ば れ , 産卵 位置 は 地上 5 - 50 cm の 低い 位置 の 場合 が 多い . た だ し , 上 記 の メダ ケ の 場合 
は , 急斜面 に 生じ た 株 で , 地上 1.5 m の 位置 で あっ た . と き に 一 つの 株 か ら , それ ぞ れ 別 の 個体 に よる も の 
と み ら れ る 卵 群 が 発 見 され る 場合 が あり , また , 山道 の 切り 通し の 陰 に な っ た と ころ に 垂れ 下がる 目立た 
な い 株 が 選ば れる こと も ある . 

産卵 が 行わ れる 時 刻 は , 青山 が 君津 市 部 台 畑 に 設け た ケー ジ 内 で の 観察 に よれ ば , 春 型 で は 午前 中 か ら 午 
後に わた り , 午前 10 時 どろ と 午後 3 時 どろ に 小 ビ ー ク が ある と 思わ れ た . HATHA, 上 記 の ③ と ④ は それ 
ぞ れ 午後 5 時 ど ごろ と 4 時 どろ の 記録 で あり , また 青山 に よる ケー ジ 内 観察 で は , 午後 3 時 ご ろ と 4 時 どろ に 
各 1 例 , 5 時 ご ろ に 2 例 の 産卵 が 認め られ た . 

上 記 の ケー ジ 内 で の 観察 に よれ ば , 1 卵 の 産 付 に は 約 5 秒 を 要 し , 最初 の 1 卵 に 続い て , 3 -10 卵 が 横 1 
列 に 産 付 され る . さら に その 後方 に 同様 に し て いく つか の 卵 列 を つぎ つぎ に 形成 し て 一 つの 卵 群 を 形 づ く 
る . 

ー つ の 卵 群 を 形 づ く る 卵 数 (* を 除く ) は , 上 記 の 野外 観察 例 で は 8 DERE 139 卵 で 平均 17.4 個 (7 - 29 W) 
と な る . また 郷 台 畑 に お ける ケー ジ 内 で は , 4 頭 の 母 蝶 が 23 ON 群 383 卵 を 産 付 し , 1 卵 群 当たり 平均 16. 
7 個 (6 24 個 ) で あっ た . この 中 に は , 21 卵 を 産 付 し て か ら 腹 部 を 上 げ て 一 時 休止 し , 少し 位置 を ずら し 
て 14 卵 を 追加 し , 計 35 個 か ら な る 卵 群 と な っ た も の は 含ま れ て いな い . 卵 群 の 大 き さ は , 一 般 に , BRO 
生理 状態 以外 に , 食 草 の 葉 の 大 き さ , 照度 , 気温 , 風 , 他 の 昆虫 の 妨害 た ど に よっ て 微妙 に 左右 され る も の 
と 思わ れる . 


VI 亜 種 分 化 の 問題 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 房総 半島 産 亜 種 Aeoe niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et AOvAMA は , 各 発 
育 段階 に お ける 形態 ・ 斑 紋 の 特徴 や その 特異 な 周年 経過 ・ 生 態 か ら み て , f&Neope zz2cg の 主 分 布 園 か 
ら 隔 離さ れ て 生じ た 特異 な 1 亜 種 と 考え る こと が で きる (高橋 ・ 青 山 , 1981 1987) 

この 重 種 の 分 布 範囲 は , 千葉 県 房総 半島 南部 の 房総 丘陵 お よび その 周辺 の , 半島 内 陸 部 に 限ら れ , RAE 
種 の 分 布 範囲 , すなわち 筑波 山 , 赤城 山 , BEL, 関東 山地 ( 奥 秩父 山地 ), 丹沢 山地 , 箱根 山 を 結ぶ 山岳 地 
帯 か ら 数 十 km の 距離 に よっ て 隔て られ て いる . 東京 洲 お よび 関 東平 野 が 両者 の 隔離 に 大 き な 役 割 を 果 た 
L, すく な く と も 現在 に お いて は , 相互 の 個体 群 ど うし の 交流 は な いと 考え て よい . 

つぎ に , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 亜 種 分 化 の 過程 を 考え て みた い . 

静岡 県 と その 周辺 に お いて , 伊豆 半島 の 天城 山 や 達磨 山 , お よび 箱根 山 に は , それ ぞ れ 成虫 , 幼虫 な どの 
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形態 や 斑紋 な ど が いく ちら か 特殊 化し た 個体 群 が 見 られ る (高橋 , 1980; 高橋 * 青 山 , 1987). これ ら は , 現在 
は た が い に た 隔離 され て いて , 相互 の 変 流 は 行わ れ て いな いと みる こと が で きる が , これ ら の 形質 に お ける 相 
互 の 差 は , 亜 種 の 段階 に は 達し て いな いも の で ある . この よう な 地理 的 変異 は , 最終 氷 期 (Waurm 氷 期 ) 終了 
後 の 後 水 期 に , 分 布地 域 の 分 断 に よっ て 生じ た も の で あろ う . 

これ に 対し て , 房総 半島 産 の 亜 種 分 化 は , これ ら よ り も は る か に 進ん だ も の で あり , 後 水 期 で は な く , さ 
ら に 古い 時 代 の 温暖 期 に お こっ た と 考え ざる を えな い . 

第 四 紀 更新 世に は , 長期 間 に わ た っ て , 今日 の 房総 丘陵 を 中 心 と する 島 が 存在 し た こと が 知ら れ て いる . 
更新 世 末 期 に は , 古 東京 沙 の 陸 化 と 関東 平野 の 形成 に よっ て , その 島 と 関東 平野 周辺 山地 と が 陸続き と な っ 
た . そし て 完 新 世 ( 後 水 期 ) の 海 進 に より 東京 湾 が 形成 され て , 今日 の 房総 半島 が で き 上 が っ た も ゃ も の と 考え ら 
れ て いる (沼田 ・ 大 野 , 1985). 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 一 部 が 房総 地域 に 侵入 し た の は , お そら く 更 新 世 の ある 寒冷 な 時 期 ( 氷 期 ) で あり , 
その 後 の 気 候 の 温暖 化 に よっ て 海水 面 が 上 が り , 一 つの 島 と な っ た この 地域 で 亜 種 分 化 を 進め た 可能 性 が 
HA, その 時 期 は , お そら く Riss- Wirm 間 氷 期 で は な いか と 推定 する . 最終 氷 期 (Wurm 氷 期 ) に は , 今日 
の 房総 丘 院 を 含む 関東 平野 の 大 半 は , お そら く コ メ ツ ガ , シラ ビ ソ ツ な どの 亜寒帯 性 常緑 針葉樹 林 . また は ブ 
T, ミズ ナラ な どか ら な る 冷温 帯 性 落葉 広葉 樹林 に 被 わ れ て いた の で あろ 2? (井尻 , 1979). 房総 丘陵 に と おい 
て お そら く 亜 種 に まで 分 化し て いた 房総 個体 群 は いく ら か その 分 布 を 拡大 し た が , 大 き な 河 川 や 湿原 な ど 
に よっ て 妨げ られ て , つい に 関東 平野 周辺 山地 の 原 名 亜 種 の oz2c2 と 合流 する こと な く , つぎ の 完 新 世 ( 後 
氷 期 ) に 房総 半島 の 一 角 に と り 残 され て , 今日 に 見 る 小さ く 限 られ た 分 布 國 を 形 づ く っ た も の と 推測 する . 

房総 半島 に は , この ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の ほか に も , ヤマ アカ ガエル , ウラ キン シジミ な どの 寒 地 性 の 動 
物 ・ 昆 虫 が 遺存 的 な 分 布 す る と と が 知ら れ て いる が (沼田 ・ 大 野 , 1985), これ ら も 上 の よう な 過程 に より , 
この 半島 に 閉じ 込め られ た の で あろ う . 

温暖 な 房総 半島 に 閉じ 込め られ た ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に と っ て は , 幼生 期 の 発育 に 不利 な 盛夏 の 時 期 を 
どの よう た 過ごす か が 大 き な 課 題 と な っ た . そこ で , RHE UCM 5880388 XU LO S| EF 
すこ と と に よっ て , 夏 型 の 羽化 期 を 夏 の 終わ ちり に ずら し , つぎ の 世代 の 幼生 期 を 秋 の 涼し い 時 期 に 移し て , こ 
の 問題 の 解決 に 成功 し た (TANI, 1984), 谷 (1984) は この こと と に つい て , も と も と 原 名 亜 種 個体 群 中 に 稀 に 
見 られ る 疫 で 夏 休 眠 する 個体 が , 自然 選択 に よっ て 房総 半島 に 生き 残っ た 可能 性 を 示唆 し て いる . 
房総 半島 産 和 亜 種 が 原 名 亜 種 より も 小型 で ある 理由 は , まず 第 一 に 食 草 が ササ 属 Szsgz や スズ ダケ 属 
Sasamorpha で は な く , メダ ケ 属 Pleioblastus で ある こと に よる も の と 思わ れる (高橋 , 1970). Ek, COB 
種 の 春 型 が と くに 小型 で や る と と は , 主として 夏 型 の 産卵 時 期 が 遅れ る た め に , その 後 の 幼 虫 発育 期 が 短縮 
され て 十分 な 大 き さ に 成長 せ ず , 小型 の 疫 を つく る こと に も よる の で あろ う . 

この 亜 種 の 成虫 の 色彩 は , 原 名 亜 種 の も の より も 明 色 で , 一 見 サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と よく 似 て お り , また 
夏 型 の 示す 日 中 の 行動 や 夕方 の な わ ば り 行 動 な ど は , 原 名 亜 種 よ り も , むし ろ よ り 了 暖地 に 分 布 す る サト キマ 
ダラ ヒ カ ゲ に 似 て いる . 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 幼虫 を 高温 下 で 飼育 する と , 羽化 し た 成虫 の 色調 が 著しく 明 色 と な る こと か ら , こ 
の 亜 種 の 示す 明る い 色 調 は , 暖地 へ の 適応 の 結果 で ある こと と を 示唆 する . すなわち , 両者 の 色調 と 習性 の 類 
似 は , と も に 温暖 な 環境 へ の 適応 の 結果 生じ た 平行 進化 に よる も の と みる こと と が で きよ ょ よう . 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 房総 半島 産 亜 種 yoszZz2esS が 亜 種 と し て 分 化し た 時 期 は , 地形 ・ 気 候 の 変動 や そ 
の 地理 的 変異 の 程度 か ら み て , お そら くく 屋久 島 産 亜 種 2zzzzo7 が 分 化し た 時 期 と ほほ 同じ ころ か , ある い は 
こと に よる と , それ より も や や 古い 時 期 で は な いか と 推測 する . 


Summary 


1, New localities are added to the distribution map of Neope niphonica kiyosumiensis TAKAHASHI et 
AOYAMA in the Bósó Peninsula, which was showed in the first report (TAKAHASHI and AOYAMA, 
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1981). 

2. Adults of the spring and the summer form emerge earlier and later respectively than those of the 
nominate subspecies niphonica. Delay of adult emergence in the summer generation probably 
occurs as a result of the pupal diapause in the summer. 

3. The present subspecies is distributed in cooler areas of the Bósó Peninsula. The distribution is 
possibly limited by rather high temperature during the summer. 

4, This subspecies occurs in deciduous broad leaved forests with the shrubbery of Plezoblastus, 
Bambusaceae, at the foot of mountain, on the hill side, at the river side, etc. 

5. Pleioblastus chino, Bambusaceae, is the most common larval food plant. Eggs and larvae were 
found on the underside of the leave. 

6. Adults suck the sap of the deciduous broad leaved trees, mainly Quercus acutissima and Q. serrata. 
Scarecely, they are seen drinking the water on the ground. 

7. The spring form adults fly all the day. Some males behave territorially around the tip of branch 
or the tree trunk, while others continue to fly up and down around the tree trunk. Those males 
probably search for mates. 

The summer form adults fly actively in the evening, but they stay on the leaves of under- 
growth from late morning to early afternoon. The males fly similarly to those of the spring form, 
though the flight is slower and the up-down flight is less conspicuous. 

8, Females lay eggs in batches with several to more than twenty eggs. 

9. We speculate that Neope niphonica kiyosumienses might be differentiated from the nominate 
subspecies during the Riss-Wiirm inter-glacial period in the Pleistocene. 
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